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注意
１　指示があるまで，中を開かないでください。
２　問題は １ から ６ まであります。
３　解答は，すべて解答用紙に書きましょう。
４�　解答は，こく，はっきりと書きましょう。また，消すときは，消しゴム
できれいに消しましょう。
５　解答時間は６０分です。解答が早く終わったら，よく見直しましょう。
６�　解答用紙には，会場名を○で囲み，受付番号，学校名，学年，氏名をま
ちがいのないように書きましょう。
７�　問題用紙の印刷が見にくいとき，ページがぬけていたりよごれていたり
したとき，解答用紙がよごれていたときは，手をあげて近くの先生に知ら
せてください。
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１
ある規則にしたがって，次のように分数を並べていきます。
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それぞれ計算した結果を並べていくと，次のようになります。
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２ ６ １２ ２０ ３０
１番目 ２番目 ３番目 ４番目 ５番目 ・・・

このとき，次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）　１０番目の分数を求めなさい。

（２）�　計算した結果が，初めて
１

２０２４
より小さくなるのは何番目か求めな

さい。

（３）�　１番目から１００番目までの分数をすべてたすといくつになりますか，
その和を求めなさい。



２
１辺が１㎝の立方体の白色のブロック と黒色のブロック を交互に規
則正しく積み重ねていき，＜図１＞の１番目，２番目，３番目，４番目，…の
ように，机に面している部分が正方形となるように立体を作っていきます。例
えば，２番目の立体の机に面している部分は１辺が２㎝の正方形，３番目の立
体の机に面している部分は１辺が３㎝の正方形になります。
このとき，次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

＜図１＞
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机の面

（１）　５番目の立体の体積を求めなさい。

（２）�　＜図１＞のように立体を机に置いたとき，その立体の見える部分の面積
について考えます。ただし，机に面している部分やブロックどうし面して
いる部分は見えないものとします。
例えば，１番目の立体の見える部分の面積は５㎠，２番目の立体の見え

る部分の面積は１６㎠，３番目の立体の見える部分の面積は３３㎠です。
①　 n番目の立体の見える部分の面積を， nを用いた式で表しなさい。

②�　２０２４番目の立体の見える部分の面積について，白色の部分の面積
と黒色の部分の面積との差を求めなさい。



３
次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）�　＜図２＞のように，辺ＡＤと辺ＢＣが平行で，辺ＡＢが９㎝，辺ＡＤが
７㎝の台形ＡＢＣＤがあります。
この台形の辺ＢＣ上に，ＥＣが１２㎝となるように点Ｅをとり，直線ＤＥ
をひいたら，四角形ＡＢＥＤと三角形ＣＤＥの面積の比が５：６になりま
した。
このとき，辺ＢＣの長さを求めなさい。

（２）�　３つの正方形ＡＢＣＤ，ＥＦＧＨ，ＨＩＪＫを＜図３＞ように並べます。
この図において，３つの頂点Ｄ，Ｆ，Ｊを直線で結び三角形ＤＦＪを作ります。
このとき，三角形ＤＦＪの面積を求めなさい。
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４
直線ℓ上に点Ｏ，Ｐ，Ｑがあり，点Ｏを中心とした半径ＯＰの円と，点Ｐを

中心とした半径ＰＱの円があります。２点Ｐ，Ｑは，＜図４＞に示すそれぞれ
の位置から同時に動きはじめ，次の＜条件＞にしたがって動くものとします。
このとき，次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

＜条件＞

・�　点Ｐは，点Ｏを中心とした半径ＯＰの円の円周上を，時計回りに６０
秒で１周する速さで動きます。

・�　点Ｑは，点Ｐを中心とした半径ＰＱの円の円周上を，時計回りに１秒
で２４°ずつ回転しながら動きます。点Ｑが点Ｐを中心とした半径ＰＱの
円の円周上を１周したとき，直線ＰＱと直線ℓは平行になります。（直線
ＰＱと直線ℓが一致する場合も含む）

（１）�　直線ℓと，点Ｏを中心とした半径ＯＰの円が交わっている点のうち，はじ
めに点Ｐがあった位置を点Ａとします。＜図４＞は動きはじめる前の点Ｐ，Ｑ
の位置を表しています。点Ｐ，Ｑが動きはじめてから４秒後は，下の＜図５＞
のようになります。ここで，点Ｂは点Ｐを通る直線ℓと平行な直線とＰＱを
半径とする円との交点です。このとき，点Ｏ，Ｐ，Ａを結んでできる三角形
ＯＰＡにおいて，角Ｐの大きさを求めなさい。

　　＜図４＞　　　　　　　　　　　　　　　＜図５＞

（２）�　動きはじめてから，３点Ｏ，Ｐ，Ｑがはじめて一直線上に並ぶのは，何
秒後か求めなさい。ただし，３点がこの順に並ぶ必要はありません。

（３）�　点Ｒは，点Ｏを中心とした半径ＯＰの円の円周上を，点Ａから反時計
周りに，９０秒で１周する速さで動きます。点Ｒは点Ｐと同じ位置にあり，
＜図４＞の位置から点Ｐ，Ｑ，Ｒが同時に動きはじめるとき，４点Ｏ，Ｐ，Ｑ，
Ｒが一直線上に並ぶのは何秒後か求めなさい。ただし，４点がこの順に並
ぶ必要はありません。
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５
右の＜図６＞は，日本の伝統模様の１つ

である「七宝（しっぽう）文様」といいます。
平面上のどの方向にも限りなく広がる文様
であることから，縁起が良い文様とされて
います。

この七宝文様を正方形 で切り取った
図形から，円だけを抜き出した５つの円と，
５つの円で仕切られた平面上に数カードを
置く９個の場所Ａ〜Ｉを示したものが，右
の＜図７＞です。
Ａ～Ｉの場所に，次の９つの数字

－２，－１，０，１，２，３，４，５，６

が書かれた全部で９枚の数カードを１枚ず
つ置きます。
Ａ～Ｉにすべての数カードを置いたとき，

５つのどの円も数カードに書かれた数の
和が５になるようにします。例えば，左上の円はＡとＢに置いた数カードの数
の和が５になります。左下，右上，右下の円も同様に，それぞれＣとＤ，Ｅと
Ｆ，ＧとＨに置いた数カードに書かれた数の和が５になります。真ん中の円は
Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｈ，Ｉに置いた数カードの数の和が５になります。
このとき，次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）　Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｈに置かれた数カードに書かれた数の和を求めなさい。

（２）�　Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｈに置かれた数カードに書かれた数の大きさを比べたとき，
Ｂに置かれた数が最も小さく，Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｈの順に大きくなります。

　　�　このとき，Ｂ，Ｄ，Ｆ，Ｈに置かれた数カードに書かれた数をそれぞれ
答えなさい。

＜図７＞
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６
ある自然数を，下の①，②のどちらかの計算を何回か繰り返すと，いずれ１に
なるといわれています。
①　ある自然数が奇数ならば３倍して１をたす。
②　ある自然数が偶数ならば２でわる。

例えば「３」は，３→１０→５→１６→８→４→２→１　となり，計算を７回�
繰り返すと１になります。
このことを知った太郎さんと花子さんは下の＜例＞のように，自分たちの�

誕生月と日で和を求め，その数で計算を何回繰り返すと１になるのかを試して
みることにしました。

＜例＞　　３月１４日生まれの場合　　３＋１４＝１７
　　　　１１月　５日生まれの場合　１１＋　５＝１６
　　　　１０月２０日生まれの場合　１０＋２０＝３０

下の会話文を読んで，次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）　太郎さんの誕生日として考えられる日付は３月何日と何日ですか。

（２）�　今日，１０月２０日から来年３月３１日までの間の日付のなかで，花子
さんのように誕生月と日から求めた和の数で試したとき，計算を７回繰り返
すと１になる日付は全部で何通りありますか。

花子さん 太郎さん

太郎さん

今日，１０月２０日（数学ジュニアオリンピック当日）が誕生
日の場合は和が３０になるね。３０で試してみると，計算を
１８回繰り返すと１になったよ。

花子さん

私の誕生日は１０月１０日だから，和は２０になるよ。
２０で試してみると，計算を何回繰り返すと１になるのかしら？

太郎さん

２０が１になるまでに，計算を７回繰り返すと１になるね。
ちなみに僕は３月生まれだけど，求めた和の数は計算を５回 
繰り返すと１になるよ。僕の誕生日をあてることはできるかな？

花子さん

それだけでは１つに決めることはできないわ。
誕生日は と の可能性があるもの。




